
№ 204

議会だより
令和４年６月 ＣＯＮＴＥＮＴＳ

令和４年第１回定例会　
　●特集 令和４年度一般会計当初予算 P２ 
　●一般質問と議案審議結果 P５
　●議会だよりの表紙決定 P14

いまコロナ禍でいろんなところ（外国）とかに行けてないから、はしをわたる
だけで外国に行けるようなものがあったらいいなぁと思ってかきました。

【イラストへの想い】
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令和４年度一般会計  当初予算を可決
36億 3,800万円

町の予算・決算の状況は
ホームページで公開されています。

  ☞

　町の財政が健全かどうかの指標（健全化判断比率）
は適正範囲内にあるものの、お金の使い道がほとんど
決まっている状況にあり、また、基金の少なさを踏ま
えると、財政の自由度はほぼ無いと言える状況です。
　その中で、より増大する社会保障経費や公共施設の
老朽化対策経費などがさらに見込まれることから、健
全財政の維持に向け、優先度により事業の取捨選択を
行います。

ウィズコロナ・ポストコロナ
時代への対応 町長の

基本方針

３つの

　新型コロナウイルス感染症の影響が長引く中、感染
予防を意識した行動を心がける「新たな日常」に応じ
た、国や県の施策の動向に今後も注目し、町民の安全
や生活を守る新たなニーズを見極め、コロナ禍を機に
事業の見直しを行います。

健全財政の維持を
　地域再生計画における CCRC 事業は、令和 2 年度
で国の補助金等の交付が終了したため、全額町の一
般財源で事業を行っています。今年度は計画最終年
度のため慎重に精査していきます。
　総合計画後期基本計画についても最終年度を迎え、
施策の重要度を再確認しながら、可能な限り優先的に
財源を配分していきます。
　また、公共施設等総合管理計画に基づき老朽化の
進む公共施設の適正管理を進めます。

歳入・歳出

●定住化促進事業　1,166 万円
　　…テレワーク移住者等支援金　400 万円
　　　企業移転等支援金　200 万円

●児童館、御宿台区児童遊園施設の児童遊具等購入
　　　　　　　　　　　　　　　　  5,074 万円
●清掃センター大規模修繕事業　１億 46 万円
●道路インフラ超寿命化修繕事業　4,800 万円
　（久保橋及び久保橋側道橋の工事費）

●公民館修繕事業　3,804 万円
　（屋上の防水改修工事等）

各計画の重点事業の推進

主要事業
◀
令
和
３
年
度
に
整
備
し
た
児
童
遊
園
施
設
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令和４年度一般会計  当初予算を可決
質疑・応答から見る今年度の予算

● 起業創業等支援金の詳細は
Q　起業創業等支援金（空き店舗・空き家）30 万円の内
容は。
A　町内の空き店舗や空き家を活用し、新たに事業を起
こす個人事業主への支援を町が行います。事業費は対象
事業費の２分の１以内で、事業所の増改築や設備、備品
等の一部を上限 30 万円で支援します。

● 当初予算　昨年度比 0.4％減の要因は
Q　今年度の予算は昨年と比べ 0.4％減ですが、予算を
組む上でどのような苦労がありましたか。
A　総合計画最終年度のため後期アクションプランに位
置づけられた事業の実施を優先的に検討し、新型コロナ
ウイルス感染症の拡大による新しい行政需要も見据えて
必要な予算を配分しました。歳入は観光業や飲食業の回
復がどの程度か見込めない中で、歳入の枠を固めた後に
歳出を配分しました。
　来年度公債費がピークを迎えるため、新しい事業や町
独自の大きな事業が予算計上されていませんが、今後の
総合計画を立てるにあたり着実に予算化するよう組み立
てていきます。

● 全町公園課では何を実施するのか
Q　全町公園課が新設され、予算化された事業の内容は。
A　景観美化の推進や河川水質の環境改善対策、公衆ト
イレ等維持管理のほか、ごみ処理の適正な管理や清掃セ
ンターの整備等の予算が組まれています。

● 小型合併浄化槽の今後の取り組みは
Q　小型合併処理浄化槽設置事業 529 万 8,000 円は今後
どのように進めていきますか。
A　少しでも多くの方に補助
金を活用して小型合併浄化槽
に転換していただくとともに、
排水浄化への意識醸成の啓発
に積極的に努めていきます。

● 安心して暮らせるよう緊急通報装置の設置を
Q　緊急通報システムサービス業務委託 605 万 9,000 円
について、緊急通報装置の設置は固定電話の設置が条件
ですが、固定電話未設置の世帯には他のサービス提供の
整備を考えるべきではないか。
A　固定電話用と携帯電話用のサービス利用料金は、約
３倍と料金に違いが出てしまうため、引き続き検討して
いるところです。月々 1,000 円程度の代替システムは自
己負担となりますが、現在ご案内をしています。

● 地域おこし協力隊事業の詳細は
Q　地域おこし協力隊事業 1,595 万円の予算の内容は。
A　地域おこし協力隊の報償費４人分などを計上していま
す。現在移住定住等の発信と特産品開発を行っている２
名のほか、新たにハマオフィス及びお試し居住住宅の運
営や農業振興事業を行う地域おこし協力隊２名を新年度
に募集します。

● 今年の観光事業の進捗は
Q　交流人口を増やすことが町の活性化につながると考
えますが、今年の花火大会の予定は。また予算は計上し
ていますか。
A　観光振興推進事
業補助金 640 万円の
中に花火大会の経費
を計上しています。開
催の中心となる観光
協会から実施につい
て具体的に伺ってい
ませんが、感染状況
を見据えながら必要
な協議を進めていき
ます。

▲浜駐車場での町民観覧席の様子
　（平成 30 年度）

▲環境整備員による堺川河口付近のごみ回収の様子
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賛 成 討 論

　

立野 暁広 議員

※討論の内容は要約しています。

　新型コロナウイルス感染症の影響が長引く中、新たな日常に応じたウィズコロナ、ポストコロナ

時代の対応が進められ、御宿町で生涯を過ごせるよう、健全財政の維持を基本的考え方として予算

が編成されているものと認識しています。

　令和４年度一般会計予算は36億3,800万円、前年度と比較して0.4％の減となり1,500万円の減

額となりました。人件費、物件費、扶助費などの消費的経費は全体の約70％を占め、また公債費は

3.8％の増となっており、新たな自由裁量による予算配当に苦慮されたものと見受けられます。

　こうした厳しい条件の中で、創意工夫による令和4年度予算を見ると、後期基本計画、地域再生計

画など、各種計画に基づく重点事業に対し、効果的に財源を配分しているものと伺えます。

　一方、石田町長が強く推し進める全町公園課がいよいよスタートしますが、設置初年度であるた

め本予算からは具体的な姿は見られません。これまで様々なご意見があったと思いますが、真摯に

受け止めていただき、今後の具体的な取組みや事業を展開しながら当初の目的を着実に進めていた

だきたいと思います。

　また、少子高齢化の進展、人口減少等により行政に求められるニーズは多様であり、医療や介護、

インフラの整備などの財政負担はさらに増加し、それに充てる財源の確保は非常に重要な課題です。

課題解決はすぐに実を結ぶものではありませんが、目的達成のための手は緩めず、住民が住んでよ

かった、今後も住み続けたいと思える町にしていただくことを切望します。

その他の会計予算 
     国民健康保険特別会計
            歳入歳出予算総額　      11億 2,903万 1千円
 　後期高齢者医療特別会計
　       歳入歳出予算総額　         1億 7,995万 3千円
 　介護保険特別会計
　       歳入歳出予算総額           10億 6,854万 7千円
 　水道事業会計
　       収益的収入          　            2億 9,570万 9千円
　       収益的支出　                      3億 4,162万 3千円
　       資本的収入　　　        　 　     　  2,423万円
　       資本的支出　　　　         1億 9,161万 7千円

●介護保険特別会計
　後期高齢者の増加に伴い、要支援・要介護者数
が増加し、認定者は要介護状態の重度化などから
介護サービスの利用量が増加すると予想されます。
今後も地域包括支援センターを中心に各関係機関
と連携しながら相談支援体制を充実させ、ケアが
行われます。

●水道事業会計
　御宿町の水道事業は、昭和53年10月の給水開始
から43年が経過し、施設の老朽化が進んでいます。
施設更新計画に基づき、優先度を踏まえ施設の改修・
更新が行われます。
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質問順番 質　問　事　項 質問議員

１
　１．町長の政治姿勢について
　　   １）令和 4 年度当初予算と総合計画について
　　   ２）ラスパイレス指数と中途退職について

貝塚　嘉軼

２
　１．津波災害時の対策について
　２．政策の方針決定と方針変更について
　３．不妊治療の助成事業について

田中とよ子

３

　１．子育て・教育の観点から見たこれからの御宿町について
　　　（１）現状認識と到達目標
　　　（２）実現までの道のり
　２．全町公園課の設置で変わるこれからの御宿町について
　　　（１）現状認識と到達目標
　　　（２）実現までの道のり

北村　昭彦

＊一般質問　詳細は☞ P7 ～ 9　3 名の議員が一般質問を行いました。

3 月 8 日　日程第 1 号
議案番号 件　　　　名 結　果

諮問第1号 　人権擁護委員候補者の推薦について 適任と答申

議案第1号     認定農業者等が委員の過半数を占めることを要しない場合の同意について 同　意

議案第2号～

議案第9号
　御宿町農業委員会委員の任命について 同　意

議案第10号 　固定資産評価審査委員会委員の選任について 同　意

議案第11号
　専決処分の承認を求めることについて
　（令和3年度御宿町一般会計補正予算第7号）

承　認

議案第12号
　専決処分の承認を求めることについて
　（令和3年度御宿町一般会計補正予算第8号）

承　認

議案第13号
　専決処分の承認を求めることについて
　（令和3年度御宿町一般会計補正予算第9号）

承　認

＊提出議案と審議結果　各議案の説明は☞ P10 ～ 11　　

一般質問と議案審議結果
　令和４年第１回定例会

※質疑応答の一部を掲載
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3 月 9 日　日程第 2 号
議案番号 件　　　　名 結　果

議案第14号 　指定管理者の指定について 可　決

議案第15号
    特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を
　改正する条例の制定について

可　決

議案第16号 　御宿町個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定について 可　決

議案第17号 　御宿町耐震改修促進計画の改定について 可　決

議案第18号 　町道路線の認定について 可　決

議案第19号 　令和3年度御宿町国民健康保険特別会計補正予算（第2号） 可　決

議案第20号 　令和3年度御宿町後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号） 可　決

議案第21号 　令和3年度御宿町介護保険特別会計補正予算（第2号） 可　決

議案第22号 　令和3年度御宿町一般会計補正予算（第10号） 可　決

議案第23号 　令和4年度御宿町水道事業会計予算 可　決

議案第24号 　令和4年度御宿町国民健康保険特別会計予算 可　決

議案第25号 　令和4年度御宿町後期高齢者医療特別会計予算 可　決

議案第26号 　令和4年度御宿町介護保険特別会計予算 可　決

議案第27号 　令和4年度御宿町一般会計予算（説明まで） ー

3 月 17 日　日程第 3 号
議案番号 件　　　　名 結　果

議案第27号 　令和４年度御宿町一般会計予算 可　決

発議第1号 　ロシア政府によるウクライナへの軍事侵攻に対する決議について【追加日程】 可　決
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一
部
達
成
ま
で
を
含
め
ま
す

と
75
％
と
な
り
ま
す
。

●
今
年
度
の
目
玉
事
業
は

Ｑ
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

御
宿
町
の
経
済
が
衰

退
状
況
に
あ
る
中
、
令
和
４

年
度
予
算
に
お
け
る
目
玉
事

業
は
何
か
具
体
的
な
事
業
を

伺
い
ま
す
。

Ａ
令
和
４
年
度
は
、
全

町
公
園
課
の
設
置
、

移
住
定
住
施
策
、
お
試
し
居

住
事
業
や
コ
ロ
ナ
禍
に
低
迷

す
る
地
域
経
済
振
興
策
で
あ

る
産
品
開
発
事
業
に
力
を
注

ぎ
ま
す
。

　

ま
た
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
大

規
模
修
繕
事
業
、
久
保
橋
及

び
久
保
橋
側
道
橋
工
事
、
公

民
館
屋
上
防
水
改
修
工
事
、

御
宿
児
童
館
及
び
御
宿
台
児

童
遊
園
へ
新
し
い
遊
具
な
ど

の
設
置
や
認
定
こ
ど
も
園
に

英
語
教
師
指
導
員
を
採
用

し
、
幼
児
に
対
す
る
新
た
な

教
育
を
行
い
ま
す
。
不
妊
治

療
費
の
助
成
、
大
規
模
盛
土

造
成
地
調
査
計
画
策
定
業

務
、
地
籍
調
査
事
務
研
修
へ

の
参
加
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤
去

費
助
成
を
実
施
し
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
観
光
誘
客
促

進
事
業
や
観
光
振
興
推
進
事

Ｑ
町
長
が
就
任
し
た
平

成
20
年
12
月
か
ら
現

在
ま
で
、
入
庁
し
て
５
年
以

内
に
退
職
し
た
職
員
は
何
人

で
す
か
。
そ
の
退
職
し
た
原

因
は
、
こ
の
給
料
体
制
に
あ

る
の
で
は
な
い
の
か
。

Ａ
平
成
20
年
の
12
月
以

降
、
新
採
用
職
員
は

70
名
採
用
し
、
16
名
の
職
員

が
退
職
し
て
お
り
、
率
に
す

る
と
22
％
が
５
年
以
内
に
退

職
し
て
い
る
状
況
で
す
。　

　

こ
の
退
職
が
、
ラ
ス
パ
イ

レ
ス
指
数
の
状
況
が
関
係
し

て
い
る
か
は
、
先
ほ
ど
お
話

し
し
た
と
お
り
国
と
同
様
の

運
用
を
し
て
い
ま
す
の
で
、

理
論
的
に
は
同
一
水
準
で
あ

る
と
認
識
を
し
て
お
り
、
役

場
に
入
庁
す
る
職
員
の
中
に

は
、
民
間
経
験
を
持
っ
た
方

が
入
庁
す
る
職
員
も
非
常
に

増
え
て
き
て
い
る
な
ど
、
退

職
、
採
用
、
そ
れ
ぞ
れ
時
代

の
変
化
に
よ
り
働
き
方
も
変

化
し
て
き
て
い
る
の
で
、
そ

う
い
う
時
代
の
背
景
を
受
け

た
影
響
も
あ
る
と
分
析
し
て

い
ま
す
。

（
答
弁
者･･･

総
務
課
長
）

 

第４次総合計画において町長の所感は

町長 ―  達成できなかった緊急性や重要性のある事業は
　　　　 次の計画で達成します

貝 塚 嘉 軼  議 員一般質問
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園
課
が
新
設
す
れ
ば
解
体
す

る
と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し

た
。
政
策
と
し
て
課
の
設
置

が
で
き
よ
う
と
で
き
ま
い

と
、
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
事
業
は
や
る
べ
き
で
、
な

ぜ
方
針
変
更
し
た
の
か
。
そ

の
意
図
、
真
意
を
お
聞
き
し

た
い
。

Ａ
中
央
海
岸
の
公
衆
ト

イ
レ
は
、
当
面
は
清

掃
管
理
し
て
利
用
す
る
回
答

を
し
ま
し
た
。
撤
去
だ
け
で

は
、
夏
季
期
間
な
ど
に
お
客

様
に
ご
不
便
を
か
け
る
と
の

心
配
が
あ
っ
た
の
で
、
新
設

場
所
を
選
定
し
、
設
計
事
務

等
を
終
了
し
た
後
に
撤
去
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

昨
年
11
月
の
議
員
協
議
会

で
、
藤
井
議
員
か
ら
、
全
町

公
園
課
を
進
め
る
な
ら
ば
中

央
海
岸
の
ト
イ
レ
は
改
善
し

た
方
が
よ
い
と
質
問
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
何
度

か
お
話
を
す
る
う
ち
に
、
全

町
公
園
課
施
策
を
進
め
る
上

で
、
ト
イ
レ
の
改
修
が
位
置

づ
け
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理

解
で
き
た
た
め
、
先
般
12
月

議
会
の
質
問
は
、
撤
去
と
新

設
を
一
体
と
し
て
捉
え
た
ご

Ｑ
御
宿
小
学
校
の
校
舎

整
備
は
、
４
年
度
に

方
針
を
決
定
し
、
７
年
度
に

は
校
舎
事
業
に
着
手
し
た
い

と
伺
っ
て
い
ま
す
が
、
校
舎

の
建
設
等
は
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
。
決
定
し
た

こ
と
は
早
々
に
報
告
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ａ
令
和
３
年
度
中
に
教

育
施
設
を
検
討
す
る

御
宿
町
教
育
施
設
検
討
委
員

会
を
開
催
予
定
で
あ
り
、
御

宿
小
学
校
施
設
改
善
に
係
る

ス
タ
ー
ト
の
会
議
と
な
り
ま

す
。
今
後
、
御
宿
町
・
布
施

学
校
組
合
総
合
教
育
会
議
や

御
宿
町
及
び
布
施
学
校
組
合

教
育
委
員
会
の
会
議
な
ど
を

順
次
開
催
し
、
広
く
ご
意
見

を
伺
い
、
情
報
を
共
有
し
な

が
ら
検
討
を
進
め
ま
す
。　

（
答
弁
者･･･

町
長
）

Ｑ
中
央
海
岸
ト
イ
レ
の

解
体
に
つ
い
て
質
問

し
た
際
、
公
衆
ト
イ
レ
は
充

分
な
管
理
を
し
て
現
状
維
持

を
す
る
と
い
う
答
弁
で
あ
っ

た
が
、
令
和
３
年
12
月
定
例

会
で
、
他
の
議
員
の
同
じ
一

般
質
問
に
対
し
て
、
全
町
公

た
い
と
考
え
ま
す
。

（
答
弁
者･･･

総
務
課
長
）

●
政
策
の
方
針
が
あ
ま
り
に

　
も
安
易
に
変
更
す
る
こ
と

　
が
あ
り
、
懸
念
し
ま
す

Ｑ
御
宿
小
と
布
施
小
の

統
合
は
、
地
域
と
の

協
議
前
に
突
然
に
統
合
期
日

の
方
針
が
示
さ
れ
、
そ
の
後

に
白
紙
に
す
る
旨
の
発
表
が

あ
り
、
大
き
な
混
乱
が
生
じ

ま
し
た
。決
断
の
発
表
に
は
、

関
係
者
と
の
協
議
を
整
え
、

構
想
や
計
画
に
基
づ
い
た
、

当
事
者
が
納
得
で
き
る
説
明

を
し
な
け
れ
ば
、
住
民
が
混

乱
す
る
こ
と
に
な
る
が
ど
う

か
。Ａ

こ
の
た
び
、
統
合
問

題
に
つ
い
て
、
新
聞

紙
上
等
で
関
係
者
の
皆
様
を

混
乱
さ
せ
た
こ
と
に
つ
い

て
、
ま
た
、
保
護
者
の
皆
様

の
お
気
持
ち
を
察
す
る
に
配

慮
が
足
り
ず
、
深
く
お
わ
び

を
申
し
上
げ
、
反
省
を
し
て

い
ま
す
。

（
答
弁
者･･･

町
長
）

●
災
害
時
等
の
状
況
把
握

   

の
体
制
づ
く
り
を

Ｑ
災
害
時
等
は
役
場
庁

舎
内
に
対
策
本
部
が

設
置
さ
れ
る
が
、
海
岸
付
近

の
状
況
把
握
は
、
非
常
に
困

難
で
あ
る
。
海
岸
線
に
数
台

の
リ
モ
ー
ト
カ
メ
ラ
等
の
設

置
又
は
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
な

ど
状
況
を
把
握
す
る
体
制
づ

く
り
が
で
き
な
い
か
。

Ａ
津
波
災
害
の
特
性
か

ら
、
リ
モ
ー
ト
カ
メ

ラ
や
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
は
非

常
に
有
効
的
で
す
が
、
リ

モ
ー
ト
カ
メ
ラ
は
機
能
な
ど

の
課
題
が
あ
る
こ
と
、
サ
ー

モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
カ
メ
ラ
は
、

設
置
費
用
が
か
か
る
こ
と
、

ま
た
、
ド
ロ
ー
ン
は
充
電
及

び
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
確
保
が

常
時
必
要
と
な
り
、
町
単
独

で
の
運
用
は
非
常
に
厳
し
い

状
況
で
す
。
し
か
し
、
そ
う

し
た
技
術
を
活
用
す
る
こ
と

は
非
常
に
重
要
で
あ
る
た

め
、
ド
ロ
ー
ン
の
民
間
団
体

と
協
定
を
結
ぶ
な
ど
、
災
害

時
に
常
に
速
や
か
に
そ
う
い

う
状
況
を
把
握
が
で
き
る
よ

う
な
環
境
を
整
え
て
ま
い
り

提
言
と
受
け
止
め
ま
し
た
。

（
答
弁
者･･･

町
長
）

Ｑ
「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
」

地
方
再
生
計
画
に
お

い
て
、
ま
だ
稼
働
し
な
い
ま

ま
の
事
業
が
あ
る
と
い
う
こ

と
は
、
実
現
で
き
る
事
業
計

画
と
し
て
、
充
分
な
協
議
が

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
不
信
感
、
不
安
感
を

抱
き
ま
す
。
町
の
財
源
は
無

限
大
で
は
な
く
、
限
ら
れ
て

い
ま
す
。
計
画
は
慎
重
に
検

討
し
実
施
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
ど
う

か
。Ａ

移
住
定
住
促
進
事
業

に
係
る
お
試
し
居
住

事
業
は
、
ス
タ
ー
ト
に
向
け

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
募
集

を
し
て
い
ま
す
が
、
現
在
の

と
こ
ろ
採
用
ま
で
至
っ
て
お

り
ま
せ
ん
。
引
き
続
き
募
集

を
し
て
い
ま
す
の
で
、
準
備

が
整
い
次
第
ス
タ
ー
ト
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

投
資
対
効
果
、
成
果
な
ど

に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
事
業

評
価
、
検
証
し
、
自
立
し
た

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

（
答
弁
者･･･

町
長
）

 田 中 とよ子  議 員

町長 ―  会議など開催し、広くご意見を伺います

御宿小校舎の建築等はどう進めるのか

一般質問
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●
全
町
公
園
課
の

　
　
　
　

  

ビ
ジ
ョ
ン
は　

Ｑ
先
の
12
月
議
会
で
可

決
さ
れ
た
全
町
公
園

課
設
置
に
つ
い
て
は
、
庁
舎

内
で
も
ま
だ
ビ
ジ
ョ
ン
が
共

有
さ
れ
て
お
ら
ず
、
時
期
尚

早
と
い
う
理
由
で
私
は
反
対

し
ま
し
た
が
、
設
置
さ
れ
た

の
で
あ
れ
ば
、
町
が
大
き
く

前
進
す
る
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
改
め
て
全

町
公
園
課
設
置
の
ビ
ジ
ョ

ン
、到
達
目
標
を
伺
い
ま
す
。

Ａ
全
町
公
園
課
の
目
指

す
ビ
ジ
ョ
ン
、
目
標

は
、
全
町
が
公
園
の
よ
う
に

美
し
い
町
で
あ
っ
て
ほ
し
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
具
体
的

手
順
と
し
て
、
景
観
に
つ
い

て
現
状
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、

メ
キ
シ
コ
記
念
公
園
や
月
の

沙
漠
記
念
公
園
な
ど
財
政
事

情
を
勘
案
し
つ
つ
改
善
し
ま

す
。
駅
裏
の
整
備
は
、
広
く

町
民
の
ご
意
見
や
、
農
地
所

有
者
の
方
々
、
関
係
者
の
ご

協
力
に
よ
り
進
め
ま
す
。
町

並
み
景
観
、
海
浜
景
観
の
改

善
や
河
川
を
は
じ
め
公
共
用

水
域
、
水
質
の
浄
化
を
進
め

多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
と
共

有
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
ど

う
で
す
か
。

Ａ
目
指
す
教
育
の
目
標

は
、
子
ど
も
た
ち
が

御
宿
町
は
自
分
の
ふ
る
さ
と

で
あ
り
、
生
ま
れ
育
っ
た
こ

と
を
誇
り
に
思
い
、
将
来
に

向
け
て
、
町
、
日
本
、
世
界

を
背
負
う
人
間
に
成
長
し
て

ほ
し
い
と
念
願
す
る
も
の
で

す
。
今
後
と
も
学
校
、家
庭
、

地
域
の
皆
様
、
そ
し
て
行
政

が
一
体
と
な
っ
て
情
報
を
共

有
し
、
連
携
を
密
に
し
て
、

し
っ
か
り
と
守
り
育
て
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

（
答
弁
者･･･

町
長
）

る
力
の
育
成
に
努
め
、安
心
・

安
全
な
教
育
環
境
の
整
備
や

災
害
に
強
い
学
校
づ
く
り
、

地
域
や
保
護
者
の
皆
様
に
信

頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
に
努

め
ま
す
。

　

学
校
教
育
、
社
会
教
育
、

青
少
年
健
全
育
成
に
関
わ
る

施
設
等
の
改
善
に
つ
い
て

は
、
第
４
次
御
宿
町
総
合
計

画
に
お
い
て
、
次
代
を
担
う

力
と
し
て
位
置
づ
け
さ
れ
、

事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

（
答
弁
者･･･

町
長
）

Ｑ
今
の
答
弁
に
は
、
子

育
て
・
教
育
に
関
し

て
こ
う
い
う
町
に
し
た
い
、

一
緒
に
目
指
そ
う
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
町
長
の
お
考
え
を

示
し
て
い
た
だ
き
、
町
の
職

員
や
、教
育
に
関
わ
る
方
々
、

●
将
来
的
な

　
　
　

展
望
や
目
標
は

Ｑ
昨
年
秋
、
町
長
が
布

施
小
学
校
の
統
廃
合

の
方
針
を
示
さ
れ
た
際
、
方

針
自
体
に
は
反
対
で
は
な
い

け
れ
ど
も
話
が
急
過
ぎ
る
、

議
論
が
足
ら
な
い
と
い
う
批

判
が
出
て
、
結
果
的
に
統
合

期
日
に
つ
い
て
白
紙
撤
回
を

余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
と
き
の
反
省
を
踏
ま
え
、

今
後
の
御
宿
町
に
お
け
る
、

子
育
て
や
教
育
に
関
す
る
将

来
的
な
展
望
や
目
標
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
伺

い
ま
す
。

Ａ
教
育
行
政
の
根
幹
は

人
づ
く
り
に
あ
る
と

考
え
、
教
育
環
境
・
子
育
て

環
境
の
充
実
に
努
め
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
こ
ど
も

医
療
費
の
助
成
事
業
を
は
じ

め
、
他
の
地
域
に
な
い
様
々

な
助
成
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
認
定
こ
ど
も
園
で
は
、

保
育
教
育
両
面
の
環
境
の
充

実
に
向
け
、
教
育
面
に
お
い

て
学
校
教
育
と
の
連
携
を
視

野
に
入
れ
て
拡
充
を
図
り
ま

す
。
学
校
教
育
で
は
、
生
き

ま
す
。
長
期
目
標
と
し
て
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
、
地
球
環
境
の
保
全

に
つ
な
げ
ま
す
。
美
し
く
き

れ
い
な
町
に
な
れ
ば
、
来
町

者
、
観
光
客
も
増
加
し
、
町

が
活
性
す
る
と
確
信
し
ま

す
。

（
答
弁
者･･･

町
長
）

Ｑ
全
町
を
公
園
の
よ
う

に
美
し
く
と
い
う
考

え
は
何
度
も
伺
い
ま
し
た

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
情
報
が

足
り
ま
せ
ん
。
町
民
に
わ
か

り
や
す
く
、
パ
っ
と
イ
メ
ー

ジ
が
湧
く
よ
う
な
形
で
発
信

し
、
共
通
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が

ど
う
で
す
か
。

Ａ
物
事
を
進
め
る
に
は

議
論
も
大
切
で
す
が
、

そ
れ
以
上
に
実
践
す
る
こ
と

で
す
。
物
事
を
理
解
す
る
こ

と
は
、
言
葉
以
上
に
実
践
で

あ
り
、
心
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
実
践
を
し
つ
つ
共
有
感

を
創
造
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
目
的
に
向
か
っ
た

意
識
を
共
有
す
る
、
こ
の
共

有
感
の
拡
大
を
し
て
い
き
ま

す
。

（
答
弁
者･･･

町
長
）

 

子育てや教育の将来的な展望は

町長 ―  教育行政の根幹は人づくりにあります

北 村 昭 彦  議 員一般質問
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人　事

提出議案

●人権擁護委員候補者の推薦

（諮問第 1 号）

　海老根　秀昭 氏（新町区）

　任期　令和４年７月１日～令和７年６月 30 日

●御宿町農業委員会委員

（議案第 2 号～議案第 9 号）

　伊藤　博明 氏（久保区）

　岡本　光代 氏（高山田区）

　井上　晃一 氏（高山田区）

　中島　克巳 氏（御宿台区）

　本多　正樹 氏（上布施区）

　山崎　桃子 氏（須賀区）

　吉野　伸好 氏（実谷区）

　渡邉　洋一 氏（上布施区）

　任期　令和 4 年 4 月 1 日～令和 7 年 3 月 31 日

●固定資産評価審査委員会委員

（議案第 10 号）

　岩瀬　義博 氏（久保区）

　任期　令和 4 年 4 月 1 日～令和 7 年 3 月 31 日

　

●御宿町観光案内所の指定管理者を
　御宿町観光協会に決定  （議案第 14号）

　指定管理者とは、自治体等に代わり、公の施設の

管理・運営をする会社や団体のことを言います。

　御宿町観光案内所の管理業務を平成２２年の開設

から現在まで一般社団法人御宿町観光協会が行って

いることを踏まえ、引き続き指定管理者として決定

したものです。

　期間　令和 4 年 4 月 1 日～令和 7 年 3 月 31 日

専決処分の承認
●令和 3 年度御宿町一般会計補正予算

　・第 7 号（議案第 11 号）

　歳入歳出それぞれ 3,158 万 9 千円を追加し、補

正後の予算総額は 40 億 4,234 万 7 千円となりまし

た。

　新型コロナウイルス感染症が長期化し、その影響

が広がる中、国からの子育て世帯への臨時特別給付

金支給事業を迅速かつ適切に進めるため、令和 3 年

12 月 17 日に専決処分されたものです。

　・第 8 号（議案第 12 号）

　歳入歳出それぞれ１億 4,180 万３千円を追加し、

補正後の予算総額は 41 億 8,415 万円となりました。

　補正予算第７号に続き、様々な困難に直面してい

る方々に対する国からの住民税非課税世帯等臨時特

別給付金支給事業を迅速かつ適正に進めるため、令

和３年 12 月 24 日に専決処分されたものです。

　・第９号（議案第 13 号）

　歳入歳出それぞれ 161 万 7 千円を追加し、補正

後の予算総額は 41 億 8,576 万 7 千円となりました。

　新型コロナウイルス感染症が再び急拡大する中、

引き続き速やかに 3 回目のワクチン接種事業を実施

するため、令和 4 年 2 月 3 日に専決処分されたも

のです。 指定管理者の指定

▲３回目ワクチン接種の様子
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●特別職の職員で非常勤のものの報酬
　及び費用弁償に関する条例の一部を
　改正する条例の制定　（議案第 15 号）

　監査委員の職務内容及び職責を踏まえ、県内の類
似団体との均衡を図る観点から、監査委員の月額報
酬の見直しを行ったものです。

●御宿町個人情報保護条例の一部を

　改正する条例の制定　（議案第 16 号）

　個人情報保護制度の見直しが行われ、「行政機関
の保有する個人情報の保護に関する法律」及び「独
立行政法人等の保有する個人情報の保護に関する法
律」はデジタル社会の形成を図るための関係法律の
整備に関する法律の施行に伴い廃止され、「個人情
報の保護に関する法律」に統合されました。御宿町
個人情報保護条例で引用している法律の名称を「個
人情報の保護に関する法律」に改めるものです。

●御宿町耐震改修促進計画の改定
（議案第 17 号）

　この計画は、建築物の耐震改修の促進に関する法
律に基づき、建築物の耐震化を促進し、地震災害か
ら町民の生命及び財産を保護することを定めたもの
です。令和７年度までを計画期間とし、今後の情勢
変化や事業進捗に応じて適宜見直しが行われます。

●令和 3 年度御宿町国民健康保険特別
　会計補正予算第 2 号　（議案第 19 号）

　歳入歳出それぞれ 230 万 5 千円を減額し、補正
後の予算総額は 11 億 3,054 万円とするものです。
　内容は、国保事業費納付金の財源の更生並びに保
健事業費における短期人間ドック助成金及び特定健
診委託料の減額等です。

●令和３年度御宿町後期高齢者医療特別
　会計補正予算第１号　（議案第 20 号）

　歳入歳出それぞれ 157 万 8 千円を減額し、補正
後の予算総額は１億 6,994 万 9 千円となりました。
　内容は、保険料の増額及び保険基盤安定拠出金の
決定による減額等です。

●令和３年度御宿町介護保険特別会計
　補正予算第２号　（議案第 21 号）

　歳入歳出それぞれ 380 万 1 千円を減額し、補正
後の予算総額は11億4,473万3千円となりました。 
　内容は、地域支援事業費の年度末までの執行を勘
案し、法定負担分としての国・県・支払基金からの
交付金や補助金、一般会計からの繰入金の減額等を
行い、予算の調整を図りました。

●令和３年度御宿町一般会計補正予算
　第 10 号　（議案第 22 号）

　歳入歳出それぞれ 1 億 4,752 万 8 千円を追加し、
補正後の予算総額は 43 億 3,329 万 5 千円となりま
した。
　内容は、国の新型コロナウイルス感染症対応地方
創生臨時交付金を活用した庁舎備品購入、事業期間
を要する総合計画策定業務や町営プールスライダー
鉄骨工事の費用、清掃センター施設の老朽化に伴う
緊急の補修、がん検診に係る国の標準化のためのシ
ステム改修や新型コロナウイルスワクチン接種の前
倒しのための経費の計上、また、後年度の財政需要
に備えた基金の積立を行うため、追加交付のあった
地方交付税や新型コロナウイルス感染症の影響によ
る事業の不用額等で予算調整を行うものです。

条例改正

●町道の認定　（議案第 18号）

　県道上布施勝浦線に係る道路改良工事は、県夷隅
土木事務所にて計画的に実施し、令和 3 年度末に
完成しました。これに伴い、実谷上集会所前を通る
旧県道部分を町道として認定しました。

町道の認定

補正予算
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　ロシア政府によるウクライナへの軍事侵攻に対する決議を可決
（発議第 1号）

　　提出者　北村　昭彦
　   賛成者　貝塚　嘉軼、　滝口　一浩、　堀川　賢治、　髙橋　金幹

　ロシア政府は、2月24日にウクライナへの軍事侵攻を開始し、子どもを含む多数の死傷者を出してい
ます。こうした国際法や国連憲章を無視した武力行使は、ロシア自国民をも含めた国際社会全体の平和
と秩序、安心・安全な日常を大きく脅かすものです。さらに、プーチン大統領による核兵器の使用を示
唆する発言は、唯一の戦争被爆国として核兵器の廃絶と世界平和を願い続ける日本国民として、断じて
看過できるものではありません。
　この決議において、ロシア政府がただちに軍事行動を中止し軍を撤退させること、また、世界平和を
願う全ての人々が国境を越えて一致団結し、ロシア政府による侵攻を早期終結に導くこと、そして核兵
器のない世界平和の実現を共に目指すことを強く呼びかけるもので、全員の賛成により可決されました。

町議会では、年4回議会だよりを発行しています。
より町民の皆さんに親しまれる議会だよりにするため、表紙などに掲載する絵やイラストを募集しています。
御宿町内の自然、暮らし、街並み、イベントなど、「こうなったらいいな」「こんなことが出来たらいいな」
をテーマに、のびのびと描いて下さい。

　　　　　未来の御宿をイメージした作品（絵・イラストに限る）
　　　　　※応募者が作成した未発表のオリジナル作品
　　　　　※縦型、A4サイズ
　　　　　 町内在住の方なら誰でも（何点でも応募可能）

　　　　議会だより編集委員会にて選考
　　　　※採用作品は、議会だよりへの掲載をもって発表とします。採用者には図書カードを贈呈します。

　　　　　　　 
採用された作品は各議会だよりの表紙にカラーで掲載します。また、採用作品は氏名、

　　　　　　　 地区名、 作品名等を掲載します。
　　　　　　住所、氏名、電話番号、年齢、作品名、コメントを別途記載の上、郵送、持参、メールの
　　　　　　いずれかでご応募ください。
　　　　　  中学生の部：　令和 4年 7 月 11日（月）必着
　　　　　  高校生の部：　令和 4年 10月 11日（火）必着
　　　　　  一般の部：　令和 5年 1 月 10日（火）必着
　　　　　　　・編集上トリミングを行う場合があります。
　　　　　　　・応募作品は、無償で御宿町議会が使用することに許諾したものとします。 
　　　　　　　・希望される方には応募作品を返却します。
　　　　　　　〒 299 - 5192　千葉県夷隅郡御宿町須賀 1522
　　　　　　　 御宿町役場　議会事務局　ＴＥＬ　68 - 2515
　　　　　　　 メール：gikai@town-onjuku.jp

　～こうなったらいいな御宿～ 

議会だよりの表紙に掲載する絵・イラストを募集しています

選 考

募集内容

応募条件

応募方法

応募締切

紙面への掲載

応募上の注意

応募・問合せ

町HP
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					18日　夷隅郡市広域市町村圏事務組合議会定例会

　　　議員協議会（第2回）

21日　例月出納検査／布施学校組合出納検査

24日　岩和田団地跡地利用検討協議会

　　　国保国吉病院組合出納検査

25日　産業建設委員会協議会（第1回）

議会議員活動情報 町議会議員の出席した会議や行事などを
紹介します。

（令和４年２月〜５月）

2月

	

					10日　議員協議会（第6回）

11日　議会だより編集委員会

20日　夷隅郡町村議会議長会総会

　　　例月出納検査

23日　議会だより編集委員会

24日　議会運営委員会／プール運営委員会

26日　千葉県町村議会議長会定例会
　　　国保国吉病院組合出納検査
27日　第１回臨時会（日程第１号）
　　　議員協議会（第7回）

30日　夷隅環境衛生組合議会臨時会

　　　夷隅郡市広域市町村圏事務組合議会臨時会

　　　国保国吉病院組合議会臨時会

5月	

							1日　議会運営委員会

		4日　夷隅環境衛生組合議会定例会

		8日　第1回定例会（日程第1号）

		9日　第1回定例会（日程第2号）

17日　議員協議会（第3回）

　　　議会運営委員会

　　　第1回定例会（日程第3号）

　　　議員協議会（第4回）

22日　議会だより編集委員会

23日　例月出納検査／教育施設検討委員会

25日　国保国吉病院組合出納検査

28日　国保国吉病院組合議会定例会

29日　夷隅郡市広域市町村圏事務組合出納検査

3月

	

					18日　議員協議会（第5回）

20日　例月出納検査

21日　全員協議会／議会運営委員会

26日　消防団活性化検討委員会

27日　国保国吉病院組合出納検査
　　　御宿町・中央国際高等学校連絡協議会

4月

第 2 回定例会

　　　　開会予定日

６月 15 日（水）
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★町ホームページ（https://www.town.onjuku.chiba.jp/）では、議会情報や過去に発行
　された議会だより、会議録等がご覧いただけます。また、議会事務局でも閲覧がで
　きますので、ご連絡ください。　　　　　　　　御宿町議会事務局　℡　0470-68-2515

　

～こうなったらいいな御宿～

議会だよりの表紙決定

　議会だよりをより多くの町民の皆さんに手に取っていただけるよう、未来の御宿をテーマに表紙に
掲載する絵やイラストを募集しました。小学生以下の部では合計82名の方から101作品の応募があり、
その中で最優秀賞１作品を決定し、今回の表紙を飾っていただきました。
　一人ひとりの発想が豊かで、「こうなってほしい」「こんなことが出来たらいいな」と夢溢れた作品
がたくさんありました。その中で佳作２作品をご紹介します。

第１弾

編
集
後
記

【イラストへの想い】
あたらしいがっこうです。

● 発 行 / 千 葉 県 御 宿 町 議 会　 ● 編 集 / 議 会 だ よ り 編 集 委 員 会　 ● 発 行 責 任 者 / 圡 井　 茂 夫

御
宿
小
学
校
３
年
生

ふ
じ
ひ
ら　

ゆ
あ
さ
ん

【イラストへの想い】
きれいなうみで おさかないっぱいの
おんじゅくまちがいいな。

佳 作

御
宿
小
学
校
１
年
生

に
し
み
や　

ゆ
い
か
さ
ん

たくさんのご応募ありがとうございました。引き続きご応募をお待ちしています。（詳細は P12）

　

雨
に
濡
れ
た
あ
じ
さ
い
の
花
の
色

が
美
し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

長
引
く
中
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
に
対
応
し
た「
新
た
な
日
常
」

が
模
索
さ
れ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き

感
染
対
策
を
徹
底
し
、
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
号
よ
り
、
新
し
い
試
み
と
し
て
、

年
４
回
の
議
会
だ
よ
り
の
表
紙
を
、

未
来
の
御
宿
が「
こ
う
な
っ
た
ら
い
い

な
」
を
テ
ー
マ
に
絵
や
イ
ラ
ス
ト
を

募
集
し
ま
し
た
。
ど
の
作
品
も
素
晴

ら
し
く
、
選
考
に
苦
労
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
機
に
小
学
生
の
皆
さ
ん
に

も
議
会
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け

た
ら
幸
い
で
す
。

　
　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
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